
27.埴輪に見る琴の

三種の構造
昭和52年10月刊行の r月刊文化財』に、友人 ・当It康

保明震の「古代のを罪ー森浜遺跡などの遺品をめぐ って

一」 と題する霊嬰な古代の琴の発織された災例の紹介

， をi!I江の滞納jを中心にお距買いし、また私自身も、その

周辺を抱くつもりで「埴輪弥繁像幻想」の小論を I~~け

た.その際、殺1決tl'が、 一枚板からなる琴と械送電手の

存;(fが古境時代中JUIには見られたのではないかと.illiべ

ている a'$廷につよく恐かれて今日に至った。 i波は滋賀

県守山市服部遺跡の実際の木容のWlJから後者のmitt琴

をとくのである。しかし、彼自身の織では明白にその

機能が説かれていないが、恐らくこの孔は元米It側板

をとじ合せるための織憶をもったものであり、 一機の

側近努というか共鳴のためのー純の椛造とみなすべき

ものではないかと秘はひそかに考えて来たのである。

ところで、従前、知られていた地鎗引1I雰像の燃の上

にすえられたそうした琴は、すべて一枚絞め容であっ

た。それだけにそうした私の悠いは中々に織定て.~ず

今日に至ったのである。 t直倫弥重罪i象に l立、 二絡め{象容

がある。 ーは、仰を会て表現しない崎玉県大壁郡1111本

町苅・山吉年t発見例めような資料や、 二子袋線 ・殿普!lJiJ山

古墳発見(~Jのように、組み合せた粗い作リの脚、前か

がみの事11琴像の一様である.この般の脚の表現の弱い

ものは、いずれも腰に太刀を帯びたすばらしいもので

はあるが円形の台践に坐り、精度しない特色をもっ。

それだけではなく、協にする苦手は祭主nと琴尾を縦広く

し、中央のくびれる形態をとり、五櫛を設け限切込を

作。lHlし、〈びれた昔日分、換宮すれば、ゆるやかな狐

をつくる孝頭から三分のーばかリ入ったところから弦

をiliし、その弦数は四弦五櫛というものであった。し

かも阿地輸{象にともに共通してみらHる事実は琴iitiを
友、をr-t追を布にすることであり、琴の用い"}'jまでも 1羽

らかにしているのである。

ところが、いま一徹の像谷がみられる。それは、両

仰の膝をそろえて垂下し尾台にのせる厳正なー若手の地

愉俄である。著名な群潟県前紙ill朝倉発見例ゃ攻作所

伝I~不明であるが後討議守一先生が早(:写真を倣げられ、

紛川氏 L作図をのこしておられる1洋潟県佐波部剛志村

(税布、袋町)発見の引仏軍手像などt;t、先の像容とは異

な1)B均給いした痢仰をととのえて脚IAにのせるだけで

なく、格~するようであり、太刀を術びるなど他{ま先

のー併と共通するーlruをもつものの一裕、 4ちの潟さを

階示 しているものなのである。 この織の{象谷の容の大

きな特色It弦の表現にある.すなわち、脚の表現を省

略した')簡便イじした-:t，.'f'=椅~せず円座に坐する一群

舟山
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...森浜第 2琴

‘君宇馬県

iま弦をへラ摘さするのに対し、この種の脚結いの両脚

をそろえ制度に妥げたー鮮は弦をすべて粘土紐のはり

つけで表現している点にある。しかし、弦数l;t四条、

五櫛をもっ点l主、先の務例と共通し、その時代をよく

示している.

それだけではない。昭和田年3月18白、埼玉県立博

物館で開催中の「はにわ展」を拝見させて頂いたとよ

ろ、注目すべきー逃例にまみえることになった.それ

は、栃木県佐野市大和村羽間発見とされる地給~!jl~f.象

である.現枝、八王子市郷土資料館に保管さ札るもの

だそうであるが、やや太 1)気味の体経をもっ作品で、

丞下した而js却とタガにつけられた脚台をいまは失って

いるが明磁にその絞跡をのこしている。恐らく精度像

であろうがその目案、制l結いのよにおかれた等、そ札t;t

正にA裂な所見を3与するものであった。 両端を炎いそ

の全長を長uり得ないのは残念であるが、従前の琴より

大きく脚結いした膝と警宇宙までの聞に、かなり商い側

板の存在がH別様にみられるのである。展示ケースの左

右を動いて搾見したところでは前衛だけではなく、 j阪

に接する部分や底にも側板、底板がみられるのであり、

容商と脚の間に空間があ札機泣琴というか共鳴箱(

槽)を兵えた塁手そのものであることを知ったのである。

滋賀県守山市服部遺跡の方形周溝纂の燭鴻に流入して

いた共鳴箱(槽)をもっ琴と共通し、そうした琴を粘

土で作りまさに坐した人物地給像の線上にすえつけた、

そうした奈そのものなのである.

栃木県佐野市大和村羽図のこの埴輪w繋像{立、まさ

に日本の楽器史の1ft裂なー頁を占める。従前の~頭、

軍手段を幅広くするといった形をとらず、服部遺跡の実

際の木製の琴と同様、櫛の方へひろがる直線的な構造

琴なのである。こうした資料を得て、古漬時代、 二極

の零一一枚板琴・共鳴箱(憾)琴ーが息づいたことを

知りえたので、さらに従前から報告されていた埴給~~i

稼像を検脅すしたところ、符IA担j!.琴{象として著名な先述

のj洋馬県佐波郡剛志村(現在 ・境町)発見とされる-

f象も共通する Lのであろうことを知った。今、このj篭

絡{象はその現物が失なわれているため線夜、しえないも

のの、写真からするかぎリ塁手は琴の術織の;'~J れ1;が会

〈先の佐野市の共iぬ箱を具える琴!~J と獄似し、中がきを

聞になっているらしいこと、手前と奥にmo板、底にI.if
板があり、やはリ凶弦を粘土紐で表現するなどの3者本

突が匁1られ、共鳴綴(繍)を具えた総i宣琴を示すもの

としても1Ii裂なものであるニとを知りえたのである。

ニの像ti脚結いの阿測の問、琴の下に男性のシンボル

を作り出したむのとしてもその性絡を常に問われるも

のであるが、いま一つの新しい所見を犯逮に提示しえ

たのである。

兼j決保明itの説いた古境時代中J腕の琴にみられる二

組の締進l立、六也・紀代の地総務ìl~像の中にもふ~~IJ.に生

きていることが、ここに議われるに至ったのである。

同腹に坐し、脚を表現しなかったリ簡略に組合せた像

容の場合は、琴頭、王手Eちをひろくし、凶5立をへラで~

捕さした一枚板の琴であるのに対し、精度したリ、脚

結いの1雨脚を妥下する習を立な像の場令r;t、必ず琴の5立

を粘土紐で笈ー現し、中には一枚板仰jもみられるが袋l鳴

務(相)をそなえたすぐれた構造容が多〈怠づいたこ

とを教えているのである。塁手一つをとり上げても、 「

政治J t1苦手そのものの形態と笛・接に結びついている.

しかし、なお「政治」をみ・えるとしてもすべての地鎗

等が四弦であり琴尾を友にする事実、男子像にのみ生

きることはそのl時代の rl時代の枠」を示すむのとして

十分くみとらねばならない事実であろう。

なおー肴、|約書が併されるとするならば、米康保明

設の報じられた森浜i遺跡の第二、三号容の1則而の方形

手しが三ヶ所に見られるiJJ.~たは、群馬県発弘を伝えるー
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埴輪童手例を挙げることによって解釈がつくのではない

かと考えられる。この埴輪琴は、五櫛凶切込みという

点では他の鰭例と問機であるが、線刻されて珍しくも

五弦が淡現され、四弦1;1;櫛閉め悶つの切込みにとじら

れー肢のみが切込みとは関係な〈表現され、櫛の先に

弦と ti1ti角に突{I¥'の粘土級を一条つけており注目され

るが、さらい興趣をひくのは琴の3良市の秘造である。

一Iftl)に添って仰j板とは雷えないが弦苦しからはじまり琴

求に至るに従ぃ次第に高さをます板材がとりつけられ、

他の側織にもやや内によせて問機の板材がつけられ、

一弘容脚というか、安定をはかる装鐙が設けられてい

る。こうした響腕lとでもいうべき側板材をとりつける

ものとして、森浜遺跡の二つの琴の三孔が生きるので

はないかと考えるのである.こうした琴の:阪脚をとり

〕 つけた例を含めるならば、 一枚板板材の努、両1聞に板

脚をつけ安定と共嶋をはかった琴、共鳴槽をそなえた

機造容の三種が存在していたのではないかとお革・えられ

るのである。 (853.3. 19稿了 水野正好)

28.穴太遺跡、出土の

古式土師器

国道 161号線パイィマス(西大総パイパス)の主主般に
ぬの今

先立ち昭和51年10月から笠52年 3月にわたって穴太遺

跡(大i者市坂本穴太町所夜)の試掘割査が3地点にお

いて干守なわれた。

その結袋、古積I時代初頭から平安時代にわたる遺物

・遺稿等が多数検出された。なかでも一帯東側に位置E

する C地点においては、自瓜l時代の瓦総跡が検出され、

さらにその瓦総跡の周辺からは、多数のニ仁録、とりわ

け古墳時代JiiUl1Iに比定できると，恩われる完形に近い土

器が、いくらか出土したので、それらの土器をここに

総介しておきたい。

務(1) ロt官邸は、休部から大きく腐tl!Jし、内轡し

て外方に槻き、口綾上端部に簡をつくり内面を肥厚さ

せる。口総抗告はナデを総す.休部{ま球形になると忠わ

tlる。

主主iZLヌ

穴太遺跡出土土器

、a

小型丸底資(2・3) 2は、口綾部をわずかに

内錫させ外上方に大きく閥〈。体古都はI落球形で最大腹

径 7.2cmをisll'J、休部中央よりもやや上方に位援する.

口縁部li、休部の最大後よりも大きくなる。休部外閣

は、へラ制りした後にていねいなへラ研熔、内而はへ

ラ削りを施す。 3I主、ロ殺害~をわずかに鳳幽させ外上

方に聞き、論者事は丸くおさめる。休部は、わずかに扇

の吸った爾球形であり、最大腹後 9.7cmを測り、休部

中央よりやや上方に位訟し、ロ縁径よりも大きい。外

商は属1)毛目を、内蘭にはへラ削りを絡している。

前訴(4・5) 4は、係者事の俊郎と口縁部の境

界は明瞭でなく、ロ綾部をわずかに外皮きせ、ゆるく

外上方にひろがる。脚部{主、住状部がまっすぐにのび、

裾部は、屈曲して大きくひろがる。勾1部外I街には、粕

土の機会跡が明瞭に残る。野部外商1;1:ナデを、内l函は

J俄方向の細かいへラ研胞を、脚部外国lま縦方向のへラ

削りを絡しており、脚部内而にはいまりの主主が残る.

51;1:、納長い脚柱状部に腐幽して大きくひろがる裾曹s

がつく、外聞は縦方向のへラ削りを施してお q、内而

にはしぼりの痕が残る.

以上が、紹介土総の簡単な説明である。これらの土

絡は、奈良県よノ井手遺跡 (註 1)、大阪府船締法跡

(姓 2)出土の土俸と類似した形態、手法などの鰍特

徴を持っており、布留式ゴニ絡の範間に含まれよう。

きて、ここで、当穴太地区の歴史的緊鋭をながめて

みると、遺跡西方の丘陵に1;1:、総数百余基の古墳群、

遺跡商務lには、伝前穴秘密跡、南部には、穴太廃寺跡

(設 3)が、また、大津官時代の溝勝 (黙 4)などが

存夜する。しかしながら、前述した土穏と同時期の巡

械は、湖査の関係もあって、いまだに見い出されてい

ない。しかし、これらの土器と併行する時JUIの土絡が、

当遺跡の南に位泣するWJi!.9線敷地内W区(駐 5)にお

いて多数検出されており、それらを伴った盟主穴住居枇

・}j形周滞誌なども、また、多数検出されている.

これらの遺械は、すべて山富Eから古都l俸に向って15状

にのびる扇状地上に営・まれている(柱 6).また、ニニ

に紹介した土様の出土地点も周状地上に位訟している。

制尉.

さらには、穴太遺跡においても、 C.lt!!点

から約 300m南に位iltする B地点からは、

古墳時代初頭に比定できる方形問機墓古e

J検出されている.これらの要紫を考-え作

わせると、土総出土地点に近接する1立ti'l
への、布留式土昔話骨子行J切に造り営まれた

ii't構の存;(fを推測することは、 Z干される

て・あろう。

なお、現在、泌物の総理が行なわれて

おり 、詳細は、後日にWI待したいe

設 l 安迷厚三 ・木下正史「飛鳥地域
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の古式土nm総.J (r考古学雑誌貿~60君主第 2号11974年)

詮 2 m辺昭三縦(r紛俄日』平安学問考古学クラブ

]961年)

性 3 佐藤宗詳他「穴太下大門遺跡.J (r大i~!m文化

財調査報告11tJ(3)大i:住市教育委員会 1975~p ) 

往 4 ・5・6 m.ill昭三編(f湖西線関係調査報告令』

i滋1'iV，t教育委只会 1975年) (須崎雪博)

29.大津市内出土の
白鳳期の須恵器

近年、大津市内における大泳'al時代を中心とした白

瓜llJJの泣跡の発見は役目に1i立する。そこで、今回新し

く得られた資料のなかから、白鳳j切に総当する須J忠穏

を出土する遺跡を、 的il韓ではあるが紹介したい。

i源内峠遺跡(1・2) 昭和52年度の刻主主におい

て、製鉄所のE誌の本体と推定される鋭土や多量の鉄棒、

炭化物とともに、工房跡らしき住穴などが検出され、

そのi針湾問から出土した土様である(設 1) 0 

北大体遺跡(3・4) 弥生時代から平安時代に

いたる絞今遺跡である。この遺跡からは、南北にのび

る大調理より大W'~さ時代の木簡に混じて、多数の一指土

11告が出土した。語学釧 li現在~lÆ中のためいずれ明らか

にされると忽われる。なお、大君事li大i蜘即時代の条皐

にあった鴻と与えられている(役 2)。

錦織遺跡(5・6) 大ì~1!宮の中心的途物が存復

すると考えられている泣跡である。 5li、昭和50年j変

大津市教委の息子が丘のi潟査により出1ニした土様であ

る。当地区からは一辺1.1-1.5mの方形住穴の南北

にのびる撤立住建物が~見された(設 3 ).6は、昭和

52年度県教委の錦織一丁目の調査により出土した。当

地区からは倉跡状建物が2線検出された(詮4)。

槌木原遺跡(7 -9 ) 昭和49・52年度の調査に

おいて:11ょした土様である。これらは、彼弁八楽軒丸

瓦 ・迎撃文方形軒瓦などを包含する灰断、や工房跡i.tr( 

どデー~←一一、h

からa.l土し、瓦議 ・工房跡などは溺滋賀礎寺に伴うも

のであることが確認‘された(;往5)。

穴太遺跡 (10・11) 昭和51年度の調奈により瓦

ま誌が検出され、その灰!威から単弁八策1肝丸瓦 ・方形'!L

瓦とともに出土した土総である。その下層からは、立

ち上りの終求llJlを示す係長tなどが出土している。この

遺跡li、jfr< ，二大j京富時代の機造物の存在を提示する

m袈な遺跡である (tH)。

湖!1i!.9紙lTIH区(12) 大i幸市際111付近に位訟し、巡;棋

は存在しなかったが、包含l苗より、大津官時代を前後

する一括土骨量が出土した(詮 7)。

湖西線VD区 (13・14) 唐崎駅付近に相4m、

深 1.2mの東西にのびる大織が検出され、潟内より大

i官官時代を中心とする多赴の土器告が出土した(柱8)。

以よ、大i'ttl有内 8ヶ所の土器出土地点を列記した。

これら遺跡の中には、同時期の他の遺物を完j彩品かそ

れにjfrぃ状態で伴t.llする遺跡もあるが、主主祭逃械の泌

存するところでは、遺物の出土状況は決して良好とい

えない.ただ、これら問-11寺期の土器告の分布は、各遺

跡が同一時期に存在した結染とも受けとめられ、その

地理的関係から、ょのj也械に大津'Bが営まれた11寺、宮

とその周辺におけるほ造物の所在および分布を知るこ

とができる。しかしながら、単に一時期の土保のみを

取りあげて、窓や-g大寺の.tiIJ往年代やZ是正F代を安易に

論じることはさけたい。今後、これを契機に周辺地域

の剰設をまって、他の逃物などとも考え合わせ、これ

らの問題の解決をはかつていきたい。(高野泰樹)

性 l 滋~~教脊委員会近藤滋氏の御教示による.

従 2・4・6 滋賀県教育委p.会縫f共

設 3 松浦俊和「大沈下さl見j述巡跡.J(r大法市文化財・

調jIE報告t!.~J 6 大路市教脊委員会 昭和51~)

設 5 滋災保教育委只会 r総木版遺跡発繊細盗事量管

一雨滋t滞在考瓦熊一J (昭和50王手)

政 7・8 滋伐採l・教育委只会 'i却li!9斜II地係遺跡絢伐

報告ID'J (昭和何年)

J豆量L

メ七:::::r:--‘ら

大津市内出土の白鳳湖の須恵袋
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